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研究成果の概要（和文）：本研究は、モンゴル国において、都市部の市場経済が牧畜民の移動に関する規範やモ
ラル意識、協力行動に影響を及ぼすことを見いだした。牧畜民世帯の参与観察により、牧畜民のモラル意識と草
地の保全的利用に関する社会規範の実態を明らかにした。また、社会心理学と行動経済学の手法を用いた定量的
な分析により、牧畜民の季節的移動および自然災害時の避難的移動の両方において、市場経済化の影響で牧畜民
の協調的な行動が減少する傾向があることを明らかにした。現地研究者との共同調査の実施と2回の国際ワーク
ショップにより、新たな牧草地利用規範の構築の必要性が提議された。

研究成果の概要（英文）：This study found that a market economy in urban areas affects pastoralists' 
movement norms, moral attitudes, and cooperative behavior in Mongolia. Participatory observation of 
nomadic households clarified the situation of pastoralists’ moral awareness and social norms 
regarding the conservative use of grasslands. Also, quantitative analyses using social psychology 
and behavioral economics methods revealed that herders tend to behave uncooperatively under the 
influence of the market economy in both seasonal and emergency movements during emergencies. Joint 
research with local researchers and two international workshops proposed the need for the 
development of new norms for grassland use.

研究分野： 行動経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、文化人類学、社会心理学、行動経済学の手法を組み合わせることによって、市場経済が牧畜民の移動
に関する関するモラル意識や社会規範に影響を及ぼす重層的なメカニズムを示した。これにより、住民のモラル
意識に直接働きかけるような活動や介入を行うことによって、資源保全的な社会規範を形成する可能性が示唆さ
れた。本研究において、こうした手法が共有資源管理に関する住民の行動分析に応用できることが分かったた
め、その他の共有自然資源に関する研究にも用いられる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

(1) 世界には広大な乾燥草原があるが、その植生は脆弱で不安定である。ある地域で過剰な

家畜の放牧が行われれば草原の植生は容易に破壊され、砂漠化が起こりうる。本研究は、ア

ジアの代表的な乾燥草原を有するモンゴルを研究対象とする。モンゴルの乾燥草原では牧

畜民による遊牧が行われているが、伝統的に定期的な季節移動を行うという社会規範があ

る。また、干ばつや雪害などの自然災害のときには、草地資源の少なくなった地域から比較

的多い地域へ移動させる必要がある。こうした社会規範のため、広大な草原を均等に利用す

ることにより全体の放牧圧が低く保たれてきた。 

 

(2) 近年モンゴルでは都市部を中心に急速な経済成長が続き、伝統的な規範の維持が脅かさ

れている。都市部の市場やサービスの恩恵を受けるために、牧畜民が都市の近くに集まり、

過放牧の恐れが生じている。もし市場経済の発展とともに個人の利益を追求する人が増え

れば、協力的な活動（コレクティブアクション）は難しくなる可能性がある。モンゴルの伝
統的な移動に関する社会規範が市場経済の発展と両立可能なのかという問題についてはよ
く分かっていない。 

 
２．研究の目的 

(1) 本研究の目的は、牧畜民の移動に関する社会規範とモラル意識の関係を解明し、市場経

済の発展がそれに及ぼす影響を推定することである。まず、牧畜民世帯の参与観察により、

牧畜民のモラル意識と草原の保全的利用に関する社会規範の実態を明らかにする。次に、社

会心理学と行動経済学の手法により、市場経済化がモラル意識に及ぼす影響ならびにモラ

ル意識が社会規範へ及ぼす影響を定量的に示す。これらの分析結果を受け、牧畜民の移動に

関する社会規範をベースにした草原の保全的な利用の可能性を示す。 

 
３．研究の方法 

(1) 本研究は、以下の研究手法を組み合わせ、情報交換を行うことで定性的かつ定量的そし

て包括的な分析を行う。 

 

(2) 文化人類学の手法により牧畜民世帯の参与観察を行い、牧畜民の移動や協力に関する認

識について調査した。モンゴル中部の 1 市 1 県、お
よび東部の 2 県で複数の牧畜世帯を訪問し、現地調
査を行った。 

 

(3) 経済学と心理学のチームは共同で、ランダムサ

ンプリングによる牧畜民のアンケート調査を行っ

た。 調査地は、都市近郊（1 市 2 地区、1 県 3 郡）

および遠隔地（モンゴル東部 2 県 2 郡およびモンゴ

ル西部 2 県 2 郡）である。広域の郡レベルの予備調

査を行い、農業、鉱工業、林業、自然保護区等の外的

な影響が少なく、民族的な特殊性の少ない調査地を選択した。各地域の全世帯からランダム

に対象世帯を選択した。質問の作成は日本側とモンゴル側の研究者が共同で行った。質問文
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の修正と現地での検証を繰り返しながら調査票を作成した。モンゴル生命科学大学の教員

がタブレットによる調査システムを用いて調査を行い、調査期間中日本で回答に問題がな

いか確認した。 

 
４．研究成果 

(1) 地域調査の結果により、都市周辺と遠隔地の季節移動に関する社会規範を比較したとこ

ろ、人口密度や市場経済などの社会経済的条件の影響を受けることが分かった。移動に関す

る社会規範は、人口密度が高いほど形成されやすく、市場アクセスが良いほど形成されにく

いことが示唆された。モンゴル西部地域のように遠隔地でも人口密度が比較的高く，一人当

たりの牧草資源が少ない地域では、牧草地の有効利用のため，移動の規範が成立しやすいよ

うである。都市に近い地域では人口密度とは関係なく社会規範が成立しにくい。 

 

(2) 牧畜民サンプル調査の結果では、市場アクセスは牧畜民のモラル意識と相関関係がある

ことから、都市化や市場経済の発展は、牧畜民のモラルに影響する可能性がある。さらに、

牧畜民のモラルと季節移動の社会規範の間に相関関係がある。特に、結果主義や自由至上主

義等のモラル判断は季節移動の社会規範とマイナスの関係があり、都市化や経済発展とと

もに共有資源利用の規範が薄れる可能性があることが示唆された。 

 

(3) 広域の特徴をみるため、モンゴルの郡ごとの移動に関する社会規範について分析を行っ

た。その結果、遠隔地で人口密度が比較的高く、一人当たりの牧草資源が少ない地域では、

移動の規範が成立しやすいことが分かった。しかし、都市に近い地域では人口密度とは関係

なく社会規範が成立しにくい傾向が見られた。これにより、都市化は移動の規範を成立させ

ることにマイナスの影響を及ぼすことが示唆される。 

 

(4) 文化人類学の手法によりモンゴル東部およびモンゴル中部において牧畜民世帯の参与

観察を行い、草原利用に関する認識とモラル意識、社会規範の関係性を調査した。牧畜民の
インタビューにより、市場とのつながりの深い酪農家は「伝統的」な牧畜民とくらべて災害
時に牧畜民を自らの牧草地に受け入れるという意向が少ないことが分かった。 

市場経済化が進展するにつれて過去 30 年間に牧畜民が近隣世帯と共同で行う作業が減少
した。貨幣経済が浸透するにつれて、かつての近隣共同体の共同作業が賃金労働者の雇用に
置き換わってきた。また、季節的な移動性が低くなるにしたがって、社会的交換の必要性が
低くなり、人々の互助性の低下を招いていることが分かった。さらに、家計の市場への依存
度が大きくなる中で、ここ数年間は自動車の燃料や濃厚飼料など生産投入財の価格が高騰
しているため、牧畜民の所得が圧迫されている。 

 

(5) モンゴルの牧畜民は近隣の牧畜民だけでなく、遠方から移動してきた牧畜民（オトル）

に対しても協力行動を取ることが多い。牧畜民のサンプル調査によって、牧畜民らは返報性

期待を介してこのような行動を取ることが示された。ただし市場経済の発展に伴い，牧畜民

の願望と牧畜スタイルが変化し，定住化が進むことにより，他の牧畜民との相互作用の機会

が減少している。このような相互作用経験の減少は直接的に他者への協力行動に影響して

いるのではなく，相互作用が減ることによって他者からの返報的行動が期待できなくなり，

結果的に他者への協力全般が抑えられる傾向が明らかとなった。 



オトルへの協力行動に関するマルチレベル分析を行ったところ、見知らぬ他者から返報

的行動が期待できるという個人レベルでの返報性期待のみならず，集団レベルで共有され

た「互酬性の規範」機能が，オトルへの協力行動を促進している可能性が示された。 

 

(6) 本研究プロジェクトでは、牧畜民の参与観察、大規模調査票による行動経済学および社

会心理学調査、郡レベルの聞き取り調査という異なるレベル、異なるアプローチで調査・分

析が行われ、それらの結果を国際シンポジウムで取りまとめた。その結果、市場経済・貨幣

経済が牧畜民の伝統社会に浸透するにつれて、近隣コミュニティーの共同作業の機会や互

助の必要性が低下し、互酬性や利他的な意識が減少した可能性がある。市場経済が社会規範

にマイナスに働くということは、都市化とともに公的な政策で移動の規範を制定する必要

があることを示している。一方、オトルとして他の地域に行く機会が多い場合は、他の地域

から移動してくる牧畜民に対して協力的である。牧畜社会として広い範囲で互酬性が成立

していると考えられる。今後、行政機関や援助機関はこうした互酬性をうまく用いながら自

然災害時のリスク軽減を図るとともに、家畜の地域的な集中を避け、移動性を上げるような

政策関与について検討する必要がある。 
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